
SNK 発足記念講演会

1998 年、4 月 5 日、

久留米リサーチセンタ

ービルで行われたシニ

アネット久留米の発足

会には、筑後一円から約

100 人が参加しました。これはそのときの菊池徹先生

（当時 77 歳）の記念講演の写真です。

トピックス

去る 5 月 12 日、SNK シネマ倶楽部では菊池徹さん

追悼上映会を開き、高倉健主演映画「南極物語」を鑑

賞しました。「本当に感動しました。犬達のなんて・・

いじらしいことか。ソリを懸命に引いているとき私も

一緒に『ヨイショ、ヨイショ』と思わず声掛けをして

いました。改めてご冥福をお祈りいたします。」など

のメールが SNK の ML でやりとりされていました。
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第一次南極観測隊の隊員で映画にもなったタロ

ージロー犬ぞりの係でもあった菊池徹先生が今年

4月10日カナダバンクーバーにて永眠されました。

菊池先生はＳＮＫ前理事長とも親交があり、15

年前からのお付き合いでした。先生は春、秋年 2 回

は日本に帰って全国各地を講演してまわり、九州に

も必ずお見えになりました。

そこで前理事長は菊池先生から米国のインター

ネットのお話を聞きＳＮＫの発足を思い立ったそ

うです。

菊池先生はもともと鉱脈調査が専門で北大の博

士号も取得しておられますが、ご自分の名刺また

日々の言動にドクターの一言もお出しにならない

方でした。ただただ市井の人として、誰にも同じ

姿勢で親しく笑顔を絶やさないお付き合いをさ

れた方でした。

菊池先生は過去の名誉よりも、たえず新しいこ

とに挑戦するのが大好きな方で、「違うことはい

いことだ」酷寒の南極で男だけ 13 名が越冬して

喧嘩一つなかったのは、それぞれ違うことを認め

異質の協力が出来たからと前理事長は聞いてお

られたそうです。

そのお付き合いの中からＳＮＫ発足会(98 年 4

月）「インターネットの楽しみ方」という基調講

演をして頂きました。お聞きになった方もメンバ

ーの中には沢山おられると思います。

私も 5 月 18 日芝の増上寺の告別式に参列し、

ご冥福をお祈りしてきました。

菊池徹先生とＳＮＫ シニアネット久留米理事長 須佐 卓郎

略歴 大正 10 年、静岡県生まれ。北海道大学理学部卒業 理学博士

昭和 31 年南極観測第 1 次越冬隊に参加。

地質調査およびタロ、ジロたちの犬ぞりを担当。

映画南極物語のモデルとして有名。

昭和 41 年にカナダに移住。シニアネット久留米創設からのメンバー。

菊池 徹 先生 追悼特集



5 月最後の日曜日、SNK 第 6 期通常総会が 174 名

(委任状含む)参加のもと開催されました。冒頭、須佐理

事長より17年度は会員の皆さんの協力のもと黒字決算

であったことに感謝の意を表明され、また、今後の運

営・活動について新しい提案や参加協力を要請されま

した。

例年通り、事業報告、事業計画等の承認の後質疑応

答に入り活発な意見が交されました。

その中で、

ホームページ

に関する質

疑が多くなさ

れ、シルバー

人材の紹介

をし、会員に

できる仕事を

前面に

訴えたらどうか、また一方事業や活動についてまとめた

ページが見当たらない等の意見がでました。SNK の情

報源活動の一つである広報誌はどこで入手出来るかと

いう質問には、SNK トップページの「SNK 広報」をクリッ

クして見られるという説明がありました。

なお、2010 年久留米市において「国際ツバキ会議」

が開催されるとの情報を入手し SNKがその広報部門を

受け持てるように検討する旨新しい提案がなされまし

た。

次の行事である交流会に間に合うように無事閉会の

ことばで締めくくりました。
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NPO 法人・シニアネット久留米

第 6期通常総会
期日 平成 18 年 5 月 28 日(日)
会場 久留米シーガルホテル

須佐理事長
の挨拶

会員の熱心な討議

ＳＮＫ新入会員歓迎会・会員交流会
平成 18年 5 月 28 日・久留米シーガルホテル

皆さん今日の一日は如何でしたか？今年も益々 盛大に催された楽しい
オフ会でした。今後のＳＮＫの発展と皆様のご健康をお祈りいたします。

シャルウィダンス

このたび希望と期待を持って入会されました
皆さん、ＳＮＫにようこそ！
今後の活躍を期待します。

５月２８日、五月晴れの萌えるような新緑に祝福され、春の新

入会員歓迎会そして会員相互の交流が和やかになされまし

た。サークル紹介は日頃の成果が見事に発揮され、シニアの

若々しいエネルギーに満ちた楽しい出会いのひと時でした。



関ケ原の戦いに敗れ徳川幕府に押し込められ萩市に逼塞し

ながら「憤」の一字を忘れず、毛利公の前に倒幕を誓ってきた

人たちの志は松下村塾で火を噴き英才高杉らの門下生がこれ

を成し遂げたことが理解できました。

訪問先の明倫館小学校では今も松陰先生の言葉を朗誦し、礼

儀正しい挨拶でわれわれを迎えてくれました。人としていかに

あるべきか、教育の大切さを学びました。

今秋は久留米市東部探検を企画しています。

残念ながら今回参加できなかったかたも、是非どうぞ！！

初日
①山口市内瑠璃光寺五重塔
②常栄寺 雪舟庭園
③昼食(長州苑)
④須佐大橋「須佐大橋恋歌」の歌碑
⑤ホルンフェルス大断層
⑥萩ガラス工房（日本で 1,2 を争う）
⑦東光寺
泊まり萩本陣（モノレールでゆく露天風呂）

http://www.hagihonjin.co.jp/

二日目 萩市内
①吉田松陰誕生地
②松蔭神社・松下村塾
③伊藤博文旧宅
（東京から移転した玉座がある）
④明倫館
⑤萩城城下町散策
⑥天寿院
⑦萩城跡
⑧野山獄跡
⑨昼食(萩しーまーと)
⑩女台場
⑪萩博物館

⑫忠小兵衛蒲鉾店（買物）

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

毎年恒例の 2 月に開催される「夢たちばな観梅会」

において、SNK 会員の中丸哲子さんにおいては、写

真コンテストに応募され、立花町の谷川梅林や観梅

会のにぎわいをテーマに 169 点の中から見事「梅見

日和り」が最高の「推薦」を受賞されました。

おめでとうございます。
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ふるさと探検

第８回 山口、萩地方感動の二日間
周到な準備と最高の解説に人を得て、維新の胎動をここに

今再び体感した旅でした。道中のバスの中では随所で須佐大
橋恋歌など、ゆかりの CD を聞き夢気分でした。

平成１８年５月３０日（火）～31 日（水）
参加者２７名 大宝観光バス 添乗員

レポーターは 藤島 充雄さん

松下村塾の旧舎

昔のままの明倫館小学校

明倫館小学校の
門の前で

中丸哲子さんの受賞作品

担当者

松尾より
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～～～ ＳＮＫ会員募集のおしらせ～～～
SNK とは NPO 法人シニアネット久留米の略称です。約 400 名の

シニア会員がインターネットやパソコンを通じて「奉仕されるより

奉仕しよう」を合言葉に地域への貢献を願う団体です。地域・国・

男女の別を問わず 50 才以上の方はどなたでも入会できます。サポー

ターとしての入会は年齢を問いません。お気軽にお問合せ下さい

 「シニアネット久留米」事務局へ
久留米市百年公園リサーチセンタービル 4 階

tel 0942-46-2277 fax 0942-46-2595
 オンラインでの申込みは E-mail post@snk.or.jp

【編集後記】広報誌第 10 号、一見変わった点

はなかったでしょうか。そうです。ロゴタイプ

のデザインを前シリーズ機関紙のロゴをアレ

ンジしました。

SNK 発足に大きく貢献頂いた菊池徹先生の

追悼特集を組みましたが、現在の SNK の姿を

みられてさぞお喜びのことと思います。

この広報誌の字体が小さいという意見もあ

ったことから、別途、大きく見られる方法で表

示します。出来たらお知らせします。(松尾)

ブログは実はすごく簡単

です。出来合いの人形があっ

て、それの衣装をとっかえひ

っかえ変えるだけでいいの

です。もちろん衣装は自分で

つくりますが、土台は出来上

がっているのです。衣装の部

分は何でもいいのです。Ｗｅ

ｂ上の「日記」と言う人もい

ますが、自分の「近況報告」

でも「連絡事項」でも「意見」

でも「小説」でも要するに何

でもあり、なのです。

私は長い間”ホームレス”

でした。つまり自分のホーム

ページを持っていませんで

した。中身としてある程度ま

とまったものを作らなけれ

ばならないと思うと、気が重

くて先に進まなかったから

です。

しかし山川先生のブログ

講座を受講したときに簡単

そうでこれならできそうだ

と何となく始めてしまい、そ

れが今でも続いています。

私はウェブ上に自分の「日記」は恥ずかしくて書けませんが、自分の趣味（オペラなど）に

関連したことを中心に気ままに書いています。コメントを通じて、同じ趣味をもつ人とのつな

がりも広がっています。今は今年 2 月の楽しかった中欧オペラツァーのことを“連載”してい

ます。これは私にとっては旅の備忘録なのです。

みなさん、気楽に、肩肘はらずに始めませんか。ブログは楽しいですよ！

「お富先生のブログ教室」に参加した
金子忠次さんのメッセージです。

ブログは web-log(ウェブ上の日誌)から派生し

た言葉で、略して blog（ブログ）と呼ばれていま

す。一言でいえば、簡単ホームページです。

投稿時間の記録、逆時系列に記事が配列、コメ

ント・トラックバック機能でコミュニケーション

ができるなどブログ独自の特徴があります。

ほとんどのサイトでこのサービスが無料で提供

され、現在爆発的に広まっています。ソフトはいら

ず、ブラウザ上で作業がすべて完了し、その操作は

至って簡単です。わがシニアネット久留米のブロガ

ーを紹介します。

各ブログは、SNK の HP「ブログしませんか」

でご覧ください。

http://www.snk.or.jp/blog/

講師 山川 富子さん

私のブログを紹介します


